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保育環境を捉える視点
―中山保育園での経験から―
西　隆太朗※・伊藤美保子※
Childcare Environment from a Teacher's View: From Experience in 
Nakayama Nursery School
Ryutaro Nishi and Mihoko Ito
　The childcare environment has very powerful influence on children’s growth. 
This paper explores how a nursery teacher creates and maintains the environment. 
Observations are based on selected episodes that one of the authors wrote in a 
previously published book about her life as a teacher in Nakayama nursery school, as 
they pertain to the childcare environment, and practical thoughts on environment are 
discussed in detail.
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1．保育と園環境
　保育にとって環境は重要な役割を果たし
ている。子ども達の成長にとってどんな意
義を持っているか，また保育者はどのよう
に環境を整え，生かしていくかなど，環境
についてはさまざまな考察がなされうる
が，その考察は実践に支えられていること
が必要だろう。
　保育環境についての文献には，主として
実証研究と保育の実践書がある。
　実証研究の代表的な例の一つに，汐見ら
（2012）の乳児保育室に関するものがある。
これは，0 歳児高月齢クラスでの環境につ
いて，空間を広く使っておもちゃを「部屋
の中央付近にばらま」（p. 66）いていたと
きよりも，コーナーや仕切りを取り入れた
時の方が，子どもがじっくり遊ぶ時間が増
えたことを，ビデオによる動線の観察から
示したものである。こうした実証研究は，
環境が与える影響を可視化する意義を持つ
と言えるだろう。
　ただ，意識して 0 歳児クラスの環境を
作っている園の場合，おもちゃをばらまく
ような保育環境よりも，子どもの探索活動
や移動運動が自然と促されるように，また
遊具にしてもクラスの子ども達の発達に
沿ったものを配するよう，日々工夫してい
るのが一般的であるように思われる。そう
すると，この研究の意義は，すでに保育実
践者の中には共有されている方法につい
て，その一側面を裏書きする点にあるので
はないかと思われる。ここで一側面と言う
のは，著者らも認識しているように，じっ
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観を伝えた倉橋（1916）も，その先駆と言
えるだろう。
　こうした保育観には，絶対の正解という
ものがあるわけではなく，それぞれの保育
者がそれぞれのやり方で実現していくべき
ものだと考えられる。ここではある実践の
記録から，保育環境にまつわる保育観の一
つのあり方を示すこととしたい。
　『保育の中の子ども達─ともに歩む日々』
（伊藤・西，2012）は，筆者の伊藤が社会
福祉法人くすの木福祉会中山保育園で，保
育者を務めてきた経験，とくに主任保育士
として保育の全体を見てきた日々を，写真
とエピソードで綴ったものである。本書は
実践の中で書かれ，園の保育者らと分かち
合われた保育ノートを，ありのままにまと
めたものである。
　年間を通して，エピソードが描かれる中
に，保育観も，もちろん体系的にではない
がにじみ出ている。ここでは環境に関する
エピソードを取り上げ，そこから読み取ら
れるものを言葉にしていきたい。
　以下に，『保育の中の子ども達』に挙げ
られたエピソードから，保育環境に関連
するものを，（1）四季と園環境，（2）遊具と
子どもの心，（3）園舎と子どもの活動，（4）
環境構成と保育者の配慮，（5）環境を見る
保育者の目に分けて取り上げ，それぞれ
にコメントを加える。各エピソードには，
そのタイトルと，登場する子ども達の主
なクラス，時期を付記した。最後に全体
を通して，保育環境を捉える視点につい
て考察する。
2．園環境にまつわるエピソード
（1）四季と園環境
　保育環境の中でも，自然環境は，季節に
応じて，また日々変わりゆくものである。
園庭をはじめ，園を取り巻く環境や自然は，
四季折々に変化していく。それに応じた保
くり遊ぶ時間が増えることが保育にとって
常に価値あることかどうかは，ただちに言
うことができないからである。それが実際
にどのような意味を持つかは，それぞれの
保育観と具体的な保育実践を照らし合わせ
たときに，初めて言えることになるだろう。
　こうした例から見て取れるように，保育
実践は研究に先行する。保育の知は，実践
の外から与えられる知識を応用する「技術
的合理性」のモデルを超えて，一義的には
実践者自身の省察によって導かれるものだ
と言えるだろう（Schön,1983；津守 ,2002）。
　保育の実践書には，こうした保育実践
から得られた知見が描かれている。北ら
（1993），榊原・今井（2006）などには，先
にも触れた乳児保育室を含めて，さまざま
な保育環境についての工夫が具体的に挙げ
られており，多くの保育者に示唆を与えて
きた。
　ただ，こうした具体的な保育実践を踏ま
えた上で，さらに問題になるのは，それ
を個々の保育者が，あるいは個々の保育
集団が，どのように実践するかであろう。
Schön（1988）は教育における省察的実践
の例を挙げる中で，よい実践の形をコピー
するのではなく，精神（spirit）が受け継
がれ，個々の実践者によって新たに実現さ
れていくことに意義があることを指摘して
いる。また物語が，その精神を伝える媒体
になることを示している。
　したがって，保育の具体例をただそのま
ま取り入れるだけではなく，それをどのよ
うな保育観によって生かしていくのかが問
われるであろう。保育環境についての実践
研究においては，個々の工夫を生かしてい
く保育者のあり方が重要であるように思わ
れる。環境ににじみ出る保育観を，具体的
なエピソードを通して語ったものとして，
渡辺・円道（1989）が挙げられる。また，
自然環境について園丁の語りに託して保育
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そのたびに子ども達は大喜びで「きゃ〜，
わぁ〜，雪みたい…，きれい…」と叫ん
でいます。
　お皿やコップの上にも時々舞い降りて
くれる花びらに，感動していました。
　ちほちゃんは，二度もお茶の中に花び
らが入り，その度に私がとってあげてい
ると，「わかった，さくらもお風呂に入り
たかったんだ！！」などと，かわいいこ
とを言っていました。
　今年の桜はちょっと短かったけど，その
分，心にも焼きついたことでしょう。子
ども達の上に，静かに優しく降ってくれ
てありがとう。（来年もまたよろしくね。）
　桜の花達，来年の春までさようなら。
　園庭の環境は，遊具のような人工物ばか
りによって作られるのではなく，自然に
よって支えられている。自然は保育者の思
いのままになるものではないが，それだけ
に偶然に舞い降りる桜の花びらのように，
思いがけない感動やイメージの広がりを与
えてくれる。保育の中の自然は，作為によっ
て計画し尽くされるというよりも，生きた
保育環境となるように，思いを込めて世
ケ
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されるべきものなのだろう。
たんぽぽ（4 歳児・4 月）
　たんぽぽのたくさん咲く季節。4 月の終わ
りの日です。
　チェリークラスで子ども達と一緒にいると，
絵本を読んで…と持ってきます。その中に，
めだかやザリガニ，たんぽぽが出てきました。
隣のマスカットクラスにたんぽぽがたくさん
あったので，それを持ってきて茎をちぎって
笛を作ってみました。かつとくんやあきなちゃ
んたちみんなが，とても興味を持ったようで，
作り方を言うと一生懸命していました。ひー
くんは，笛が鳴った時なんともいえない笑顔
育があり，子どもの成長がある。
園庭にて（4 歳児・4 月）
　新年度の始まりです。子ども達は，大きく
なった喜びと，新しい先生と遊ぶ楽しさを感
じているように思えます。築山，砂場，総合
遊具…園庭の至るところで，遊びを楽しんで
いるようでした。
　チェリークラスのちほちゃんは，築山の上
から下まで，横向きでごろごろ何度もころがっ
ていました。
　新年度の始まりは激動の時期でもあり，
さまざまな変化や心の動きが，子ども達に
も，保育者や保護者にも体験される時期で
ある。いままでのクラスを離れたり環境が
変わったりすることへの不安も受け止めな
ければならないが，春の訪れと時を同じく
して，成長する喜びや新たな世界への挑戦
など，それを乗り越えていく動きももちろ
ん起こってくる。そのような動きは遊びの
中身にも反映されている。このエピソード
や，そして他にも挙げられている春のエピ
ソードの中には，今まで以上に遊びの世界
が広がる様子が取り上げられている。園庭
の遊具も自然も，同じ一つのものであって
も，そのとき遊んでいる子どもの思いや状
況によって，その役割は変わってくる。保
育環境は，子どもの心によって生かされて
いる。
桜の木の下で（4 〜 5 歳児・4 月）
　桜の花が，散り始めました。今日は風が少
しあったので，こいのぼりも泳ぎ，桜の花び
らも舞って美しい。桜の木の下で再びお昼を
食べることに。
　今日はチェリークラスとマスカットク
ラスが一緒に食べました。風が吹くたび
に桜吹雪が子ども達の目の前に舞い落ち，
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落ち葉の贈り物（10 月）
　園庭の木々が色づいてきました。お散歩
から帰って来たバナナクラスの子ども達が，
手にいっぱいの落ち葉を持っていました。
「落ち葉の花束，ステキだね」と言うとうれ
しそうでした。
　ストロベリークラスの子ども達は一枚の
葉っぱを拾っては，用意してもらっている箱
の中に入れたり，くるくる回したりして楽しそ
う。3 歳のクラスは砂場のごちそうづくりに，
4 歳，5 歳児達は，たくさん集めて葉っぱの
おふろをつくったり，シャワーにしたり，並
べていろいろなものに見立てたり…。
　子どもたちを見ていると葉っぱが宝物に見
えてきます。きっと神様と木々からの贈り物
だと思う今日このごろなのです。
　自然は遊具のように子どもが遊ぶことを
想定して作られたわけではないが，自然を
目の前にすると子ども達はどこまでも遊び
を見つけていく。一人ひとりの個性によっ
て，また年齢や発達が違えばそれに応じて，
無限の楽しみがある。落ち葉や実があふれ
る秋は，とくにそうかもしれない。
流れゆく雲（4 歳児・1 月）
   4時頃園庭にいると，空にきれいな雲の筋が…。
「きれい！」と言っていると，りゅうのすけく
んが「どうしたの？」とやってきます。空を見
て！と誘うと，「うわー，花火みたい」と言い
ます。そうだね。飛行機雲のあとにも見える
し…4 機飛んだのかなあ…すごいね。
　そして数分後，真っ白な雲。
「うわー，こんなに変わってる！」
「雲はずっと流れてますよ」とようこ先生。本
当に，少しずつ雲は動いている。しばらくし
て，違うところからひそかに見てみると，ま
たずい分変わってたなあ。雲を眺めて，過ご
してもいいなあ…と心から思った瞬間でした。
を見せてくれました。マスカットの子ども達も
何人も挑戦していました。
　たんぽぽを使った遊び，もっともっとたく
さんあるよ…。
　自然環境に触れる遊びの大切さはよく
指摘されるところである。そのための研修
や情報交換にも意義があるが，ここに示さ
れているように，保育者自身がそうした遊
びを経験して育ってきているとき，その経
験が分かち合われることに価値があるよ
うに思われる。また，遊びが単に形として
受け継がれることそのものよりも，子ども
達それぞれの笑顔や楽しみ方があるよう
に，遊びがそこにいる子ども達によって新
たに生かされていくことに，意味があると
思われる。
ひまわり（4 歳児・6 月）
　裏庭のひまわりがものすごくきれいに咲い
ています。
　あんまりきれいなので，触ってみました。
4 歳児の子ども達が何度も見に行っていまし
た。ひまわりがどこに咲いているか，よく見
つけていたこと，花びらや葉っぱ，茎の様
子もよく見ていたこと，蜂も飛んで来たこと，
それから担任の先生とひまわりの背の高さが
同じくらいだったこと。いろいろに子どもの
心に残ったことでしょう。わら筆で画面いっ
ぱいのひまわりを表現していました。
　四季折々の環境の変化に，子どもの心だ
けでなく，保育者の心も動いている。自然
環境は保育のための材料や準備物という
だけではなくて，思わず知らず触れてみた
り描きたくなったりするように，子どもと
保育者が触発され，心ひきつけられること
によって，保育的意義を持つのだと考えら
れる。
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も出してみました。これも興味を持って，遊
び始めます。
　好きなものを見つけてあげること，そして，
一緒に安心感を持って遊べるように配慮して
あげること。大切ですね。
　遊具は単に知的・身体的発達を促すため
にあるだけではない。遊具は，その子の心
を支えるために差し出されるものでもあ
る。それは保育者と心がつながる通路とし
ての意義をも持っている。
遊具・玩具（1 歳児・5 月）
　ストロベリークラスに行き，子ども達と遊
びました。手作りの玩具がたくさんあります。
中でも，ダンボール箱に流し台の黒いゴムを
取り付けて，中に入っているものが引っ張り
だせるようになっているのは，時々中のもの
が変わるらしく，引っ張り出せる楽しさと出
てきたものを見る楽しみがあってとてもいい
な，と思いました。
　玩具棚に並んでいる遊具たちを見ると，保
育者が子どもの成長を考え，楽しく遊べるよ
うにと心をこめたものが多いことに，うれし
くなりました。遊具も保育者として働いてい
る…と思うと，どんな遊具や道具を用意，準
備するか…。
　保育を考えていくときに大切な視点だと思
います。
　「遊具も保育者として働いている」とい
うのは，保育の中での実感を言葉にしたも
のだが，先に触れたように，遊具が子ども
の心を支え，保育者との信頼関係を築く通
路となることを考えれば，その感触が理解
されるであろう。こうした視点によって，
保育者の環境への見方も変わってくるし，
環境を用意する際の思いも深まることだ
ろう。
　園庭の環境やその豊かさは，さまざまな
立場から論じられてきている。園の特色と
してアピールされていることも数多い。こ
れまで触れてきたように，遊具の配置，設
計，自然環境の生かし方など，園での配慮
もつねになされていることだろう。
　ただ，開かれた園庭がある限り，空はど
んな園にも与えられている自然環境であ
る。そこには人間が意図や計画を超えたも
のがある。子ども達は空模様，青空にかか
る月，夕焼けの色，そして飛行機雲など，
ほんの少しの変化を見過ごさない。目の前
の慌ただしさに囚われがちな大人より，子
どもの視野は広い。
（2）遊具と子どもの心
　遊具を用意するとき，身体的・知的発達
に応じたものが必要であり，どのようなも
のをどう配置し，子どもにとって使いやす
いようにしていくかといった配慮が求めら
れるが，情動的・人間的側面もまた重要に
なる。遊びとは，その子の心が動いて生ま
れるものである。遊びは，その子の思い
や，保育者との関係性，自分でしたいと思
うその子の自己のありようともかかわって
いる。
新しいお部屋で（1）（1 歳児・4 月）
　昨日は，入園式でした。今日から本格的に，
今年度が始まります。
　1 歳児クラスに行ってみると，0 歳児から
進級したばかりの子ども達が泣いています。
　新しい環境，新しい先生…新しい友達が
泣くことも手伝って，心が揺れるよね…。
　あいかちゃんはどう声をかけても泣いてい
ましたが，ままごとのところにあるイチゴなど
の食べ物には興味があるようです。私のそば
で，食べるまねをしはじめました。しばらく
その場所で遊んでいるので，チェーンリング
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　行っては帰る…人間の習性かな。温かく優
しい眼差しの人に，ずっと見ていてほしいと
いうことも…。
　自然や遊具と比較すれば，園舎はかなり
固定した環境である。ただ，同じ園舎であっ
ても，その使い方，生かし方は，時に応じ
て考えていくことができる。部屋のレイア
ウトや使い方が，動線を生み，子ども達の
探索活動にも，人との交流のあり方にも影
響してくる。アクセスのあり方，しやすさ
が，学びのあり方に大きく影響するのは，
正統的周辺参加論にも言われるところであ
る（Lave&Wenger, 1991）。
ハイハイ（0 歳児・9 月）
　1 歳 1ヶ月のまみちゃん。ハイハイをよくす
るようになりました。
　廊下でも少し段差がある所でも，バタバタ
すいすい進むのですが，20cm 位の段差のと
ころは，くるっと向きを変えて足からスルリと
降り，登っては降りるのを繰り返します。何
度も私と担任の保育者を見ながら…。
　事務所の応接セットのソファーにもよじ登
ります。一人掛けのソファーに座ってこっちを
向いた瞬間は満面の笑みで，“どうだ〜！！”っ
て感じです。そしてまたその繰り返し。足か
ら降り，またくるりと回ってよじ登っては座 
る…。足と手と身のこなしの美しいこと。き
れいだなあ…と思いながらその繰り返される
動作に感心してしまいます。
　廊下ではカタカタを押しながら歩き，途中
で金魚槽に興味が移ります。
「アッ，アッ」と指差しをしながら金魚を追い
かけます。テラスに行くと，アンパンマンの
置物を見て「マンマンマン」と嬉しそうに言っ
ていました。
　ハイハイをし，行ったり来たり，またどこ
までも行こうとする，まみちゃんでした。
遊びをせんとや…（1 歳児・9 月）
　1 歳児クラスのるいくん。タフロープのほ
んの切れ端を見つけたので，上からひらひら
と落としてあげると，じっと見つめ，落ちた
ところを，大喜びで拾います。自分の手にくっ
つくのを見たり，手から離してみたり…。ま
た落としてあげると，ひらひらするのをよろこ
んで見，おおはしゃぎで拾います。
　一片のタフロープが，こんなにも子どもの
心を捉えて離さないのはなぜだろう…。こん
なにも楽しそうに無邪気に遊ぶ，るいくんを
見て，あそび，とは…について考えさせられ
ました。遊びをせんとや生まれけむ…の世界
です。
　普段の生活で大人が見過ごしているよう
なものからでも，子どもはどこまでも遊び
を広げていくことができる。そうした子ど
もの心の世界を知るとき，保育者は子ども
の目線で環境を捉えていくことになる。遊
具を考えることは，子どもの心の世界，遊
びとは何かについて考えることでもある。
（3）園舎と子どもの活動
行っては帰る楽しさ（1 歳児・6 月）
　1 歳児クラスの出入り口のドアを，締め切
らずに開けていた方がよいのでは…との園長
先生からの助言について，担任とも話し合い，
開けておくことにしました。
　次の日から，ドアが開いていると，子ども
達は嬉しそうに出て行って事務所に入り，園
長先生に「ばあちゃん」と言い，園長先
生は「おねえちゃんよ」と教え，保育者に見
守られながら，またお部屋へと帰って行くの
です。
　廊下で，テラスで…と遊びが広がっていくよ
うに思います。新しいものを求めて歩き出し，
行っては戻る1 歳児ならではの活動が，これ
からどんどん展開される嬉しい予感がします。
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に，自然環境が人為的な計画を超えている
こと，遊びの環境は子どもの力によって生
かされること，充実した遊びや生活のため
の園舎のあり方などについて述べてきた。
保育者の側の一方的な意図を超える部分を
先に強調してきたわけだが，保育者が何も
しないというわけではない。その逆であって， 
環境が持つこうした特性を踏まえて，保育
者の配慮は至るところになされている。
水遊び（8 月）
　暑い一日でしたが，園庭では様 な々場所を
使って，各年齢ごとに水遊びを楽しんでいま
した。0 歳児はパラソルの下で水遊び，1 歳
児は園内を流れる川で，2 歳児はスライムと
水遊びに分かれて，そのそばで，3 歳児が
魚釣りとスプリンクラーで，そして4・5 歳児
はプール遊びをしていました。
　年齢に合った大きさの容器と，興味の持
てる環境，川やプール木陰の水遊び…。そ
れぞれに重なり合わず，でも周りの様子が感
じられる環境。ひとクラスずつ見て回ると，
子ども達はとても楽しそうで，保育者はもっ
と楽しそうでした（笑）。遊びの終りには，シャ
ワーを浴びて，衣服を着替えるところまでの，
動きや場所，入れ物などすべてに工夫がさ
れていて，本当によく頑張ってるなあと感心
しました。水遊びは子ども達が喜ぶけれど，
準備や片付け，着替えなども忙しく，また危
険も伴うので，十分な配慮が必要です。
　各クラスとも，毎年いい部分を引き継ぎ，
新しい感覚や準備物を使った遊びももちろん
取り入れながら，夏の遊びを満喫させてあげ
たいな…と思っています。
　実際の保育の中で環境構成を考えると
き，このエピソードのように，ほんのひと
ときの中にも，一つひとつの保育者の配慮
や，自然や人とのかかわり，子ども達の心
の動き，生活のあり方など，あらゆること
　探索活動やアクセスが広がる中で，いろ
いろなことが起こってくる。ソファは座る
ために置かれているのだが，それが今，0
歳クラスの子どもの心を引きつけ，一心に
挑む対象になる。挑む心や，ロコモーショ
ン発達，まわりの人をも笑顔にする人間関
係の広がりなど，そこからさまざまな発達
も，そしてその喜びも喚起される。ソファ
も，金魚も，見守る人々も，すべてのもの
が子どもの関心によって生かされる。探索
活動は，ただものを知っていくというだ
けではない。まわりの人々ともつながり，
人々が生活している世界を探索すること
でもある。
見て育つということ（10 月）
　あちこちで異年齢児の関わりが見られま
す。見て育つということは大切。
　他のクラスの活動が見えるということ。声
や様子が聞こえること。感じられること。
　身体や心のどこかに残っていくのでしょ 
うね。
　その場に身を置くことで受け取れるもの
がある。形にならなくても残っていくもの
がある。学ぶ，育つということも，そんな
ふうに目に見えない部分や，形で与えられ
なくても自然に能動的に獲得していく部分
が大事ではないだろうか。直截な意図に
よって用意されたわけではない環境から，
かえってアイデンティティにかかわる学び
が生まれることも，先にも触れた正統的周
辺参加論に示されていることである。保育
のように，人間の原点や基礎を培う場にお
いては，その意義がとくに理解されなけれ
ばならないだろう。
（4）環境構成と保育者の配慮
　これまでの 3 節では，保育の中で環境と
いうものが持つ性質を明らかにするため
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の生活に保育者が心をこめてあたっている
ことで可能になる。保育者や研究者が保育
を学ぶのも，また同じように，その場に身
を置き，その雰囲気を感じ取り，ときに手
伝い，自らかかわっていくことによって可
能になるように思われる。
子どもが育つ環境（0 歳児・10 月）
　ピーチクラスでのひととき。同じ空間に 2
人の保育士と 5 人の子ども達で過ごします。
1 歳 3 か月の同じくらいの月齢の子どもが小
さな手作りの積木（一辺が 7cmくらいの牛
乳パックで作ったもの）の上に座ってみようと
しています。
　2 人で取り合ったり，くっついたり，お互い
にさわったり…　見ていてほほえましい。そ
う思いながら，そばで見ている大人が数名い
ることも何とも言えずいいな…と思いました。
家庭で，母親と子ども 2 人だけでは経験で
きないものがたくさんあるように思います。同
じくらいの月齢の子どもとのかかわり，少し
大きい，そして小さい子どもとのかかわり，
母親，父親ではないけれど，自分を大切に
思い，成長の過程を見守ってくれる保育士，
看護師さん…。
　家庭でお母さんのかたわらで安心して遊ぶ
子どもとは違った体験や思いをしている…。
兄弟や，数人の大人の中で育つ子供ともま
た違う…。
　生活感や遊びの環境が豊かにある中で，
しっかりと自分を守ってくれる人，助けてくれ
る人，一緒に遊んでくれる人，一緒に遊んで
いるお友達がいること，そんないろいろな環
境の中で，その子らしさを発揮しながら成長
してくれればいいな…とつくづく思います。
　家庭的な保育環境とはどういうものか…。
幼い子ども達にとって，環境はとても大事で
すし，常に考えていかなければならないこと
だと感じます。
が織りなされて展開する。子ども達と遊び
や生活を作っていくとき，保育者の配慮は
あらゆる側面において総合的に試される。
そこには何か単純な公式や決められたやり
方があるというよりも，一人ひとりの保育
者が，一つひとつの細部に配慮していくこ
とが必要になるだろう。保育に「これで完
全」ということはないが，どのクラスにお
いてもそうした配慮がほど良くなされてい
るとき，このエピソードのような調和の時
間が訪れるのだと思われる。
流れる雰囲気の中で（0 歳児・9 月）
　4 時頃から1 時間ほど，ピーチクラスで子
ども達と遊びました。歩けるようになってい
る子が多いので，室内やベランダを思うよう
に歩いていき，玩具で遊んではまた次の場所
に行って友達とも時々触れ合い，保育者にも
くっつき，自分の遊びを楽しんだり，試したり，
と本当に楽しそうに遊ぶ子ども達に見とれて
しまいました。
　看護師の先生が洗濯物（おしぼり，エプロ
ン）をたたみ始めると，すぐに 2 〜 3 人の子
ども達が傍に行き，カゴから洗濯物を取り出
していました。よく見ているのですよね。洗
濯物を干すところ，コップを洗う音，掃除機
をかける音，机を拭く姿，床を拭くところ…
生活の様 な々音の中で，また，大人がしてく
れる動作を見ながら，確実に人として育って
行ってくれることを願っています。
　保育は生活とともにある（倉橋 ,1934）。
何気なく聞こえてくる音，まわりの人の様
子，漂う雰囲気など，子ども達は言葉で伝
えられなくても生活をよく感じ取ってい
る。また，ただ感じるだけでなく，手伝っ
たり，一緒にしたり，かかわりながら知っ
ていく，その意欲がある。こうした生活に
包まれて子どもは自然に育っていくとも言
えるが，それは何気なく，しかし一つ一つ
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・子どもが走り回った時どうするか。
・遊びの充実，保育者の言葉かけは，ま
た次回に。
・子どものトラブル，遊びを援助するとき。
　保育者の想い，子どもをどれだけ大事に
見ようとしているかがよくわかるビデオとなり
ました。ストロベリーの先生方，ありがとう。
また見てください。
いたずらかな？（0 歳児・11 月）
　0 歳児クラスの連絡簿を見ていると，ほとん
どの家庭で，11ヶ月ごろからいたずらが激しく
なってきたと書かれています。こんなふうに。
・いつの間にか，化粧品がごみ箱の中に…
・下駄箱から靴をどんどん出します。
・ティッシュをいっぱい引っ張り出してしま
います。何回も同じことを繰り返して，
一体何が楽しいのやら…（笑）
　人間って同じことを繰り返すものですよね。
そうやって自分のものにし，納得し，成長し
ていくのです…。興味もどんどん変わります。
子どもは，興味があるものに触り，いろいろ
と試しているんですよね。
　いたずらではなく，夢中で遊んでいるので
しょう。
3．考察─保育環境を捉える視点
　年間を通して，日々のさまざまな場面を
取り上げたエピソードから読み取られるこ
とは多岐にわたるものであり，その複雑さ
や繊細さは単純な要約には向かないもので
はあるが，保育環境を捉える視点としてい
くつかを再確認しておきたい。
（1）生きたものとしての保育環境
　自然環境が重要な役割を果たしているこ
とからも見て取れるように，保育環境は生
きて変わりゆくものであり，保育者は園と
いう生態系をケアする者とも言えるだろ
　保育の環境を作っていくということは，
技術的な問題を超えて，こうした人間的・
社会的な視点とともになされるべきもので
あろう。
（5）環境を見る保育者の目
　ここでは，主任保育士として保育環境を
見る目が現れた記述を取り上げる。これら
はエピソードというよりも，環境を見る視
点が言葉にされているので，一つひとつコ
メントするのではなく，列挙しておくこと
としたい。
新しいお部屋で（2）（2 歳児・4 月）
　バナナクラスに行ってみました。どの子も
落ち着いて遊んでいます。ご馳走を，私のと
ころにたくさん持って来てくれました。
　子どもが楽しんで遊ぼうとする環境…。何
が違うのでしょうか。
・子ども達に，何がどこにあるかが分かり
やすい。
・空間が十分にある。
・スム ズーに動けるよう，考えられている。
・どこでどんなふうに遊ぶだろう…と環境
をイメージしておくこと。
・以前にしていたことを，少し課題ある遊
びにしてあることなど…。
ビデオで保育を見る（1 歳児・10 月）
　ストロベリークラスでビデオを撮りました。
担当制での動きを中心に…。ようこ先生の動
きは落ち着きがあり，早さもあり，子どもの
ことをよく考えた心がありました。
・前日から玩具を選ぶ，出す。
・部屋を離れる時，違う玩具を出しておく。
・子どもをよく見ている。
・いらない玩具は片付ける。
・集中の時間。次は何を出そうか，よく考
えている。
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験的に知っている生活のリアリティに沿っ
て工夫していくことが，かえってふさわし
く，合理的であるように思われる。自然体
験につながる遊びにしても，生活上の細や
かな配慮にしても，それが教育的に「望ま
しい」からというよりは，保育者自身の体
験に根ざしている方が本来的だと言えるだ
ろう。保育者が持つ生活のリアリティは，
保育の中の具体的で細やかな配慮のあり方
に反映されるものと思われる。
　保育環境が保育観の問題ともつながるこ
とを最初に述べたが，保育の中の具体的な
問題に向きあうなら，どんなことも根本を
考えることにつながるものと思われる。
　保育者がエピソードを語るのは，生きて
動いている保育に触発されてのことだが，
そのとき，あらためて普段持っている環境
への視点が言葉にされる。保育の中の生き
た環境を見るときは，その場に身を置いて，
自ら子どもと自然にかかわる中で体験を通
して見ることも必要だろう。また，環境の
工夫などは，経験を積んだ保育者なら，そ
の場に足を踏み入れてもさっと気づかれる
ものである。その経験は，単なる年数だけ
でなく，日々工夫し見直しながら重ねてき
た時間を要する。保育実践の研究も理解も，
こうした経験や実践知を踏まえてなされる
べきものであろう。保育環境を捉える視点
を明らかにしていくことも，このように実
践と研究との結びつきの中でなされる。本
研究はその一端を示したものである。
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